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金沢大学では，資料館の所蔵資料のデータベース機能とWeb上での仮想展示機能を有したリポ

ジトリ「金沢大学資料館ヴァーチャル・ミュージアム」の実現に向けて取り組み，2011年度に一般公開

を開始した．金沢大学資料館ヴァーチャル・ミュージアムは，大学が所蔵する多様な非文献資料のリ

ポジトリとして先進的な成果を挙げてきた．また，本事業に端を発した学術資源リポジトリ協議会は，

機関横断的なリポジトリの構築を試みるなど，大学の枠を超えて展開している．順調に発展してきた

金沢大学資料館ヴァ―チャル・ミュージアムは，いま岐路に立たされている．本報告では，今後のあ

り方を考えるため，金沢大学資料館ヴァ―チャル・ミュージアムの開発思想と構築の歩みを振り返る． 
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1 はじめに 
金沢大学資料館ヴァーチャル・ミュージ

アム（以下，VM）の構築は，2009年度に学

内の競争的資金を獲得し，金沢大学資料館

（以下，資料館）の事業として開始した．

VMは，資料館で利用できるリポジトリ，す

なわち所蔵資料のデータベース機能とWeb

上での仮想展示機能を有したリポジトリ

の実現を目指して取り組み，2011年度に一

般公開を開始した．その後，VMの成果が認

められ，図書館所蔵資料も登録するなど，

次第に対象を拡大し全学展開を図ること
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になった．しかし，その矢先の2016年度に

当該資金が廃止されたため，VM事業は停滞

を余儀なくされている．本報告では，VMの

今後のあり方を考えるため，VMの開発思想

とこれまでの構築の歩みを振り返る． 

2 金沢大学資料館ヴァーチャル・ミ

ュージアムの開発思想 
2.1 金沢大学資料館 

資料館は，大学の角間移転が始まった

1989年に角間北キャンパスに開館した．資

料館の設置目的は移転による貴重資料の

散逸を防ぐことで，将来的には大学博物館

への発展が構想されていた．資料館は，附

属図書館中央図書館に併設されており，展

示室は1室で301㎡，収蔵庫は2室で合わせ

て303㎡，その他，準備室・倉庫等166㎡で

ある．所蔵点数は，学術資料が約70,000点，

公文書資料が約11,000点である[1]． 

2.2 ヴァーチャル・ミュージアム構想 

資料館の職員は開館当初から2009年度

まで館長（併任）と非常勤職員2名だけと

いう状況で，設置目的を果たすには，リソ

ース（人員，予算）が不足しており，手詰

まり状態が続いていた．所蔵品の増加に対

して，目録すら作れない現状であった． 

一方，2009年当時，既に学術資源へのオ

ープンアクセス推進の方向性が明確にな

っていた．学術論文等の書誌系の資料（以

下，文献資料）に関しては，機関リポジト

リという形でオープンアクセスが進んで

おり，金沢大学でも金沢大学学術情報リポ

ジトリ(KURA)が稼働していた．このような

背景があり，資料館に収められているモノ

資料（以下，非文献資料）を機関リポジト

リの仕組みに適用することに着想したの

は自然の流れと言える．リソース不足によ

る手詰まりを解消し，設置目的を達成する

一つの手段として，所蔵資料のデータベー

ス機能と仮想展示機能の両面を持つリポ

ジトリを計画した．これがVM構想である． 

2.3 開発思想 

前述の通り，研究資源の公開は，文献資

料に関しては，機関リポジトリという形で

実現されていたが，機関リポジトリの仕組

みに多種多様な非文献資料を適用するこ

とは確立されておらず，まだ研究の段階で

あった[2]．さらに，通常，「ヴァーチャル・

ミュージアム」とは，所蔵資料の仮想展示機能

を指すものであるが，VM構想では，所蔵資

料のデータベース機能と仮想展示機能の両

立を目指すこととした．このようにVMを実

現させることは非常に研究色が強いため，

通常の情報システムを構築するような業

者への外注ではなく，資料館長以下，学内

外の研究者，実務者による開発チームによ

り研究開発として進めることとした． 

所蔵の非文献資料をデジタル化し，仮想

展示する試みはさまざまな機関で行われ

ており，その名称もヴァーチャル・ミュー

ジアムだけでなく，デジタル・ミュージア

ム，デジタル・アーカイブスなど多様であ

る．ただし，デジタル・ミュージアムを名

乗る場合は，アミューズメント性が強く，

宣伝・紹介が中心で一般向けの傾向にあり，

デジタル・アーカイブスを名乗る場合は，

記録性が強く，調査・研究成果を研究者向

けに発信する傾向がある．VMの出発点は，

学術資源へのオープンアクセスから来て

おり，調査・研究目的に使えることが必須

である．その上で，一般向けにアミューズ

メントがあり，宣伝・紹介にも利用できる

ものとする．その結果，VMは図1に示すよ

うに，非常に幅広い守備範囲を持つことと
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なった． 

調査・研究目的に使えるためには，元資

料の情報ができる限り詳細に伝わる必要

があり，写真は多様な角度から何枚も撮影

し，高精細で提供できるようにすることと

した．また，資料の説明も学術的に意味の

あるものにすることとした． 

3 構築の歩み 

3.1 公開環境 

非文献資料は多様であり，それをどのよ

うな形式で統一的に記述し，蓄積するかは

重要な課題である．旧制第四高等学校の物

理実験機器を対象として，メタデータの記

述形式を議論した．そしてメタデータ形式

として広く認知されており，既に文献資料

リポジトリで多く用いられているDublin 

Coreを採用することにした．Dublin Core

をベースに，非文献資料に含まれる意味的

な情報の記述を可能にし，分野や性質が異

なる資料の情報の差異を吸収できるよう

に拡張した[3]. 

VMのプラットフォームは，NII開発の

WEKO[4]を採用し，非文献資料を取り扱う

ために拡張したメタデータの設定を行っ

た．さらに，非文献資料を取り扱うための

機能として，画像を資料情報画面から容易

に確認できるようにするためのサムネイ

ル表示機能やエクセルからの一括登録な

ど，運用のための機能を追加した[3]． 

3.2 公開の状況 

VMは2011年11月に一般公開を開始した．

公開当初の資料数は，資料館所蔵の5種類

464点であった．その後，VMの成果が認め

られ，附属図書館が所蔵する第四高等学校

由来の教育掛図，加賀藩士成瀬正居の日記

他の貴重資料も登録するなど対象範囲を

広げ，VMは資料館の枠を超え全学的システ

ムとなった．そして，今後の登録・公開計

画を立てるために，各部局の資料所蔵状況

調査を実施するに至った． 

2017年7月現在，表1に示す16種類2,100

点の公開を行っている． 

表1 VM で公開中の資料 
■資料館所蔵分： 

・第四高等学校物理実験機器（269件） 

・きのこムラージュ標本（31件） 

・医学教示図・掛図（61件） 

・石川師範学校写真資料（296件） 

・梅田家資料（682件） 

・金沢病院設計図（14件） 

・人物埴輪（2件） 

・三々塾関係資料（16件） 

■附属図書館所蔵分： 

・第四高等学校教育掛図（262件） 

・石川師範学校郷土教育アルバム（14件） 

・金沢城古写真（11件） 

・成瀬日記（57件） 

・金沢大学医学図書館図面（67件） 

・儀式風俗図会（24件） 

・加賀藩年中行事図会（39件） 

■医学部記念館所蔵分（同窓会）： 

・皮膚病ムラージュ標本（255件） 

 

3.3 金沢大学資料館ヴァーチャル・ミュー

ジアムからの発展 

ある領域の資料群を考えた場合，一研究

機関だけに存在していることは稀で，むし

ろ複数の研究機関にまたがって存在する

図 1 VMの位置づけ 
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ことが多い．VMは一研究機関のリポジトリ

としては順調な成長を遂げてきた．しかし，

非文献資料を学術的に利用する側の立場

に立つと，各研究機関に所蔵されている資

料情報が機関の垣根を超えて共有できる

方が重要である．また，VM構築のために開

発したメタデータ形式やリポジトリの動

作環境は，汎用性を持っており，これが全

国的な標準となって普及すれば，こうした

要望に応えられるはずである． 

このような背景から，2011年11月に生ま

れたのが，学術資源リポジトリ協議会であ

る．自らのWebサイトに機関の枠を超えた

学術資源群によるサブジェクトリポジト

リを設置した．現在，表2に示す2つのサブ

ジェクトリポジトリを運用している[5]． 

表2 公開中のサブジェクトリポジトリ 
■科学実験機器資料リポジトリ： 

・新潟大学所蔵（20件） 

・神戸大学所蔵（21件） 

・東京大学駒場博物館所蔵（22件） 

・石川県立自然史資料館所蔵（753件） 

・大阪教育大学附属図書館所蔵（3件） 

■教育掛図資料リポジトリ： 

・石川県立自然史資料館所蔵（126件） 

・大阪教育大学附属図書館所蔵（61件） 

・奈良教育大学附属図書館「明治教育文庫」（221件） 

※他に天文学サブジェクトリポジトリ（仮称）を準備中 

4 まとめと課題 
VMが当初の構想を超えて成長していっ

たことは，本論で述べたとおりである．こ

こまで展開できたのは，学内の競争的資金

だけでなく，研究者が加わり，VMの成果を

もとに科研費などの外部資金を恒常的に

獲得し，それを投入してきたことも大きい． 

全学展開を開始し，各部局の資料所蔵状

況調査を実施した矢先に，基盤となってい

た学内の競争的資金がなくなった．現在，

VMサーバは教員に移管され，運用は研究の

一環という扱いである．それは正常な状態

とはいえず，これ以上の発展を難しくして

いることは言うまでもない． 

運営交付金の削減の影響を受け，運用が

厳しくなったVMではあるが，これまでの成

果に対する学内外の評価もあり，廃止する

という議論はない．しかし，このままでは，

今後の発展も見込めない．このような状態

を脱するには，大学として，大学がVMを維

持していくのか，学外の組織に委託するの

か，前者の場合は，学内に置くのか，外部

サービスを利用するのかなどの方針を明

確にすることが，まずは必要であろう． 
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